
　 の積分

　

　

　

　

　三角関数の積分

　

　

　

　

　三角関数の相互関係

　

　

　

　

　倍角

　

　

　

　３倍角

　

　

　積 和

　

　

　

　

　和 積

　

　

　

　

　

　指数関数の積分

　

　

　対数関数の積分

　

　分数関数の積分

　①（分子の次数） （分母の次数）のとき，分子の次数を下げる　　

（分子 分母をする）

　②分母が なら， とおく

　③分母が因数分解できるとき，部分分数分解

積分法①（公式）



　 の積分

　 は とおく

　 とおく　

　 　 　

　 　

　　　　　　　　　 ･

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　 の積分

　 は とおく

　 とおく　

　 　

　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　 ･

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　 の積分

　　　　 　　　　　　　部分分数分解

　　　　 　　　　　　　普通に積分

　　　　 　　　　　　　 とおく

　 の積分

　 は円で解く

　

　

　よって

　　　 ･ ･

　瞬間置換積分 １次式）

　

  の に１次式 を代入した の形のとき使用

  の係数の逆数 をかけて，いつも通り積分する

･

　　　　　　

　瞬間置換積分

　

 分母を微分すると分子になるとき使用

　　　　　　　　

　　　　　　

　瞬間置換積分（累乗）

　

　累乗の中を微分したものが，累乗の外にあるとき使用

  と同じように積分

　

　　　　　　　　 ･

　　　　　　　　

　

積分法②（公式）



　 ， の積分

に変形

　 　

　 　

　　　　　

　 とおく

　

　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　部分積分法

　

 ①積分する関数が積の形
 ② が微分すると簡単になる
 ③ にする方

対数関数 多項式 三角関数 指数関数
 ＞ ＞ ＞

   

  ･

           

  ･

               ･ ･

              

　瞬間部分積分

そのまま　　微分　　　微分　　 微分

積分　　　積分　　積分

　 ･ ･ ･ ･ ･ …

　 　①対数関数には使えない

　　　② ， のような同形出現型には使えない

　

　　　　 　　

　＋　　 　

　－　　 　　

　＋　　 　　

　ウォリスの公式

　 ･･･ ……
：偶数

：奇数

　 ･ ･

　 ･ ･ ･

　区分求積法

　

　楕円の面積

　

　体積

　　

断面積

　

積分法③（公式）



　回転体の体積

　

　　

　

　　

 斜軸回転体の体積

① ，

②垂線の足

③ ，

④

，

，

とおく

　 で囲まれる部分を のまわりに 回転してできる

　回転体の体積

 ・回転の中心軸を 軸として， で積分
 ・ 軸に垂直な断面積を考えると断面積は円である
 ・ と を で示す

  　点と直線

　　　 　

 

　　　　　　　　

　　よって

　　　　　　　　

　曲線の長さ（媒介変数表示）

曲線　　　　　　 　の長さ
　　　　　

　　　　　

　

　　

　曲線の長さ（ ）

曲線　 　 　の長さ

　

　　

　バウムクーヘン積分

　

という常套句必要

　

　　

　　 のとき

　　両辺の差は に近づくので

のとき

両辺の差は に近づくので

　

　

積分法④（公式）


